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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成29年2月23日(2017.2.23)

【公表番号】特表2016-511839(P2016-511839A)
【公表日】平成28年4月21日(2016.4.21)
【年通号数】公開・登録公報2016-024
【出願番号】特願2015-555294(P2015-555294)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   5/30     (2006.01)
   Ｈ０５Ｂ  33/02     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/13363  (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ   7/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｊ   5/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ    5/30     　　　　
   Ｈ０５Ｂ   33/02     　　　　
   Ｈ０５Ｂ   33/14     　　　Ａ
   Ｇ０２Ｆ    1/13363  　　　　
   Ｂ３２Ｂ    7/02     １０３　
   Ｃ０８Ｊ    5/18     ＣＥＰ　
   Ｃ０８Ｊ    5/18     ＣＥＲ　
   Ｃ０８Ｊ    5/18     ＣＥＺ　

【手続補正書】
【提出日】平成29年1月17日(2017.1.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　多層フィルムの一軸または二軸延伸によって作製される光学補償フィルムであって、
　（ａ）（ｎｘ＋ｎｙ）／２≧ｎｚおよび｜ｎｘ－ｎｙ｜＜０．００５の式を満たす屈折
率プロファイルを有する第１のポリマーフィルムであって、前記第１のポリマーフィルム
が、ｎｘ＝ｎｙ＞ｎｚの屈折率プロファイルを有する負のＣプレートか、又はｎｘ＝ｎｙ

＝ｎｚの屈折率プロファイルを有する等方性フィルムのいずれか一方である、第１のポリ
マーフィルムと、ならびに
　（ｂ）（ｎｘ＋ｎｙ）／２＜ｎｚおよび｜ｎｘ－ｎｙ｜＜０．００５の式を満たす屈折
率プロファイルを有する第２のポリマーフィルムであって、前記第２のポリマーフィルム
が、ｎｘ＝ｎｙ＜ｎｚの屈折率プロファイルを有する正のＣプレートであり、かつ前記第
２のポリマーが、α，β，β－トリフルオロスチレン、α，β－ジフルオロスチレン、β
，β－ジフルオロスチレン、α－フルオロスチレン、およびβ－フルオロスチレンからな
る群から選択されるモノマーのホモポリマーまたはコポリマーである、第２のポリマーフ
ィルムと、
を含み、
　式中、ｎｘおよびｎｙは前記フィルムの面内屈折率を表し、ｎｚは前記フィルムの厚み
方向屈折率を表し、前記光学補償フィルムは、０．７＜Ｒ４５０／Ｒ５５０＜１および１
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＜Ｒ６５０／Ｒ５５０＜１．２５の関係を満たす正の面内位相差及び逆の面内波長分散特
性を有し、Ｒ４５０、Ｒ５５０、およびＲ６５０は、それぞれ４５０ｎｍ、５５０ｎｍ、
および６５０ｎｍの光の波長での面内位相差であって、前記光学補償フィルムは、約４０
０ｎｍ～約８００ｎｍの範囲の波長全体にわたって｜Ｒｔｈ｜≦１００ｎｍの式を満たす
面外位相差（Ｒｔｈ）を有する、
光学補償フィルム。
【請求項２】
　（ａ）の前記第１のポリマーフィルムが、｜Δｎｔｈ｜＞０．００２の式を満たす面外
複屈折（Δｎｔｈ）を有する、請求項１に記載の光学補償フィルム。
【請求項３】
　（ａ）の前記第１のポリマーフィルムが、｜Δｎｔｈ｜＞０．００５の式を満たす面外
複屈折（Δｎｔｈ）を有する、請求項１に記載の光学補償フィルム。
【請求項４】
　（ａ）の前記第１のポリマーフィルムが、セルロースエステル、セルロースアシレート
、セルロースアシレートベンゾエート、ポリイミド、およびアクリルポリマーを含む群か
ら選択される、請求項１に記載の光学補償フィルム。
【請求項５】
　（ａ）の前記第１のポリマーフィルムが、｜Δｎｔｈ｜＞０．００２の式を満たす面外
複屈折（Δｎｔｈ）を有するセルロースエステルである、請求項１に記載の光学補償フィ
ルム。
【請求項６】
　（ａ）の前記第１のポリマーフィルムが、ｎｘ＝ｎｙ＝ｎｚの屈折率プロファイルを有
する等方性フィルムである、請求項１に記載の光学補償フィルム。
【請求項７】
　（ａ）の前記第１のポリマーフィルムが、環状ポリオレフィン（ＣＯＰ）、ポリカーボ
ネート、ポリエステル、ポリスルホン、セルロースエステル、およびアクリルポリマーを
含む群から選択される、請求項６に記載の光学補償フィルム。
【請求項８】
　（ｂ）の前記第２のポリマーフィルムが、Δｎｔｈ＞０．００５の式を満たす面外複屈
折（Δｎｔｈ）を有する、請求項１に記載の光学補償フィルム。
【請求項９】
　（ｂ）の前記第２のポリマーフィルムが、Δｎｔｈ＞０．０１の式を満たす面外複屈折
（Δｎｔｈ）を有する、請求項１に記載の光学補償フィルム。
【請求項１０】
　（ｂ）の前記第２のポリマーフィルムが、ポリ（α，β，β－トリフルオロスチレン）
である、請求項１に記載の光学補償フィルム。
【請求項１１】
　波長（λ）５５０ｎｍで約８０～３００ｎｍの面内位相差（Ｒｅ）を有する、請求項１
に記載の光学補償フィルム。
【請求項１２】
　波長（λ）５５０ｎｍで約１２０～１６０ｎｍの面内位相差（Ｒｅ）を有する、請求項
１に記載の光学補償フィルム。
【請求項１３】
　４００ｎｍ～８００ｎｍの範囲の各波長で約λ／４に等しい面内位相差（Ｒｅ）を有す
る、請求項１に記載の光学補償フィルム。
【請求項１４】
　面外位相差（Ｒｔｈ）が、４００ｎｍ～８００ｎｍの範囲の波長全体にわたって、｜Ｒ

ｔｈ｜＜８０ｎｍの式を満たす、請求項１に記載の光学補償フィルム。
【請求項１５】
　面外位相差（Ｒｔｈ）が、４００ｎｍ～８００ｎｍの範囲の波長全体にわたって、｜Ｒ
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ｔｈ｜＜８０ｎｍの式を満たす、請求項１２に記載の光学補償フィルム。
【請求項１６】
　正の面内位相差が、０．７６＜Ｒ４５０／Ｒ５５０＜０．９６および１．０３＜Ｒ６５

０／Ｒ５５０＜１．２２の関係を満たす、請求項１に記載の光学補償フィルム。
【請求項１７】
　（ａ）の前記第１のポリマーフィルムおよび（ｂ）の前記第２のポリマーフィルムが積
層される、請求項１に記載の光学補償フィルム。
【請求項１８】
　（ｂ）の前記第２のポリマーフィルムが、（ａ）の前記第１のポリマーフィルム上にコ
ーティングされる、請求項１に記載の光学補償フィルム。
【請求項１９】
　（ｂ）の前記第２のポリマーフィルムが２～２０μｍの厚さを有する、請求項１８に記
載の光学補償フィルム。
【請求項２０】
　（ａ）の前記第１のポリマーフィルムが、波長（λ）５５０ｎｍにおいて－１００ｎｍ
～－４００ｎｍの面外位相差（Ｒｔｈ）および２０～１００μｍの厚さを有するセルロー
スエステルフィルムであり、（ｂ）の前記第２のポリマーフィルムが、２～２０μｍの厚
さを有するポリ（α，β，β－トリフルオロスチレン）である、請求項１に記載の光学補
償フィルム。
【請求項２１】
　請求項１に記載の光学補償フィルムを含む円偏光板。
【請求項２２】
　請求項１に記載の光学補償フィルムを含む液晶ディスプレイ。
【請求項２３】
　請求項１に記載の光学補償フィルムを含むＯＬＥＤディスプレイ。
【請求項２４】
　０．７＜Ｒ４５０／Ｒ５５０＜１および１＜Ｒ６５０／Ｒ５５０＜１．２５の関係を満
たす正の面内位相差を有する広視野光学補償フィルムを製造するための方法であって、Ｉ
．溶液キャストフィルムが、（ｎｘ＋ｎｙ）／２＜ｎｚおよび｜ｎｘ－ｎｙ｜＜０．００
５の式を満たす屈折率プロファイルを有するポリマーを１種類または複数種類の有機溶媒
に溶解するステップと、
ＩＩ．（ｎｘ＋ｎｙ）／２≧ｎｚおよび｜ｎｘ－ｎｙ｜＜０．００５の式を満たす屈折率
プロファイルを有するポリマーフィルム上に（ｉ）のポリマー溶液を溶液キャスティング
するステップと、
ＩＩＩ．前記得られたコーティングを延伸に適するまで乾燥させるステップ
ＩＶ．前記光学特性を提供することができる延伸比まで、適切な温度でコーティングポリ
マーフィルムを二軸または一軸延伸するステップと
を含み、
　式中、Ｒ４５０、Ｒ５５０、およびＲ６５０は、それぞれ４５０ｎｍ、５５０ｎｍ、お
よび６５０ｎｍの光の波長での面内位相差であり、ｎｘおよびｎｙは面内屈折率を表し、
ｎｚは、フィルムの厚み方向の屈折率を表す、
方法。
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